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このはなさくやひめ その１
市 石田泉城名古屋

1 「このはなさくやひめ」の名

神話に登場する「木花之佐久夜毘賣 （このはなさくやひめ）の名は、女性らしいソフ」

トな雰囲気を感じさせ、たいへん魅力的な名です。

『古事記』では、次のとおり、本名を「神阿多都比賣」と記します。この文字は音を表

すというので１文字１音とすると「かあたつひめ」であり、２音もあるとすれば「かみあ

たつひめ」や「かむあたつひめ」になろうと思います。

大山津見神之女、名神阿多都比賣、此神名以音、亦名謂木花之佐久夜毘賣

『日本書紀』では、２の記事のとおり鹿葦津姫（かあつひめ、かしつひめ、かあしつひ

め）とあり、その別名として神吾田津姫、木花開耶姫とあります。

２ 『日本書紀』での天孫降臨地

、【 、 。】 、 、皇孫乃離天磐座 天磐座 此云阿麻能以簸矩羅 且排分天八重雲 稜威之道別道別而

。 、 、天降於日向襲之高千穗峯矣 既而皇孫遊行之狀也者 則自槵日二上天浮橋立於浮渚在平處

立於浮渚在平處 此云羽企爾磨梨陀毗邏而陀陀志 而膂宍之空國 自頓丘覓國行去 頓【 、 。】 、 、【

丘、此云毗陀烏。覓國、此云矩貳磨儀。行去、此云騰褒 屢 】到於吾田長屋笠狹之碕矣。。

其地有一人、自號事勝國勝長狹。皇孫問曰「國在耶以不 」對曰「此焉有國、請任意遊。

之 」故皇孫就而留住。時彼國有美人、名曰鹿葦津姬 【亦名神吾田津姬。亦名木花之開耶。 。

姬 】。

皇孫の天津彦彦火瓊瓊杵尊（アマツヒコヒコホノニニギノミコト）は天盤座を離れ、天

八重雲を押し分け、いくつもの道を別けては、日向の襲高千穗峯に降り立つ （天降り前。

に）既に皇孫が遊行してきた状（ありさま）は、槵日二上（くしひのふたがみ）の天浮橋

、 （ ） （ ） （ ）より浮渚在平處に立ち 膂宍空国 そししのむなくに を頓丘 ひたを 國覓 くにまぎ

行去（とほ）りて、ついに吾田の長屋の笠狭の碕に着く。

その地に一人の人有り、自ら事勝国勝長狹（コトカツクニカツナガサ）と号する。皇

孫が問うて曰く「ここに国は在るか無いか 。これに対して曰く「ここに国があり思いの」
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ままに遊ぶよう請う」故に皇孫は留まり住んだ。時に彼の国には美人有り。名を鹿葦津姫

と言う 【亦の名は神吾田津姬。亦の名は木花之開耶姬 】。 。

天津彦彦火瓊瓊杵尊（以下、ニニギとする）は木花之佐久夜毘賣（以下、サクヤヒメと

する）の夫です。

この『日本書紀』の記事では、ニニギは「日向の襲高千穗峯」に天降ります。その前に

良い地を探し求めて膂宍空国などを通って「吾田の長屋の笠狹の碕」に到るとあります。

つまり、天降りした場所と、良い土地を探して行き着いた場所の２つの記事があります。

この「吾田」については 『和名類聚抄 （10世紀編纂）に阿多郡阿多郷(鹿児島県) が、 』

あり、鹿児島県南さつま市から野間半島にわたる地域の「阿多」とされます 「長屋」の。

地名は，南さつま市加世田武田にある長屋山に、その名を留めています。南さつま市笠沙

町には野間岬があり、ここを「笠狹之碕」とします。

ただし、現在、南さつま市笠沙町の地名となっている「笠沙」は字名としても広域地名

としても古くに存在せず、神話にちなんでつけられた後付けの地名です。

、『 』 。 『 』 、サクヤヒメの父親は 古事記 では大山津見神です これに対して 日本書紀 では

事勝國勝長狹とありますから 『日本書紀』の記事は、大山津見神の話と事勝國勝長狹の、

話が混在して伝承されているのではないかと思います。つまり、ニニギが大山津見神の国

に天降った伝承と、良い地を探し求めてたどり着いた事勝國勝長狹の国の伝承であり、そ

れらを集約化して物語ができあがったということでしょう。

というのも『古事記』の「笠紗之御前」は「韓国に向かい」あっていますから明らかに

北部九州ですが 『日本書紀』では、北部九州を特定する「竺紫」が削除され 『古事記』、 、

にはない「吾田の長屋」が「笠狹之碕」の頭に追加されています。つまり 『日本書紀』、

では、天孫降臨地の日向襲之高千穗峯と吾田長屋が同じ南九州の場所であるように記され

ています。

なお、吾田長屋を日向国南部の吾田とする説もあります。宮崎県日南市吾田西（あがた

にし）や吾田東など地名が残っています

『 』 、 。いずれにしても 日本書紀 の記事の吾田に注目すれば 南九州を指しているようです

ただし、サクヤヒメの本名は、神阿多都比売（神吾田津姫）や鹿葦津姫ですから、サク

ヤヒメに関しては、その名の途中の「阿多 （吾田）だけを切り取って論ずるのは妥当で」

はありません。

３ 『古事記』の「伊都能知和岐知和岐弖」と「宇岐士摩理蘇理多多斯弖」

『日本書紀』では、サクヤヒメの夫となるニニギの天孫降臨地を南九州に想定して記述

されていますが 『古事記』では、北部九州に想定され、ニニギが天降りした場所につい、

て、次のとおり「竺紫の日向の高千穗の久士布流多氣」と示されています。

、 、 、 【 】 、故 爾詔天津日子番能邇邇藝命而 離天之石位 押分天之八重多那 此二字以音 雲而

伊都能知和岐知和岐弖【自伊以下十字以音 、於天浮橋、宇岐士摩理蘇理多多斯弖【自宇】

以下十一字亦以音 、天降坐于竺紫日向之高千穗之久士布流多氣【自久以下六字以音 。】 】

故に、ここに天津日子番邇邇藝命に詔たまひて、天の石位を離れ、天の八重たな雲を押

し分けて、伊都のチワキチワキて、天浮橋にてウキジマリソリタタシて、竺紫の日向の高

千穗のクシフルタケに天降り坐した。

、「 、 」 、この記事のうち 於天浮橋 宇岐士摩理蘇理多多斯弖 については難解であるとして

しっかりした学術的見解は無いようです。

『日本古典文学大系 古事記・祝詞 （岩波書店、1993年、128～129頁、以下大系本と』
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する）では、この記事の読み下しについては、原文そのままを使うのみで、その注釈も的

確ではありません。

該当部分の読み下しを抜き出すと次のとおりです。

⑫伊都能知和岐知和岐弖、⑬天の浮橋に宇岐士摩理、蘇理多多斯弖、⑭竺紫の日向の高

（ふりがなは省略）千穂の久士布流多氣に天降りまさしめき。

注釈⑫

書記には「稜威之道別道別而」とある。威風堂々と道をかきわけかきわけて。

注釈⑬

難解の句である。書記には「自槵日二上天浮橋立於浮渚在平処 （立以下にウキジマ」

リタヒラニタタシの訓注がある）とある。ウキジマリは浮渚有りの約言、タタシは立

つの敬語立たしであるが、天の浮橋にの「に」が変であり、ソリの意も不明 （其れ。

の転訛の其りとする説もあるが、代名詞ソは乙類の曾の仮名であるのに、ここには甲

類の蘇が用いられているから、そう解するわけには行かない ）。

注釈⑭

クジフルは記伝に霊異（クシ）ぶるの意としているが、クジフルとクシブルは同言で

あろうか。疑わしい。タケは獄。南の霧島山とも北の宮崎県臼杵郡高千穂とも言われ

ているが明らかでない。

私は、この記事について次のように考えます。

ニニギは、天の磐座を離れて、天の八重のたなびく雲を押し分けていきます。

そして「 （伊都のチワキチワキて 」は 「 の地開（わ）き、伊都能知和岐知和岐弖 ） 、 伊都

地開（わ）きて」と解釈し、伊都の地を分け開いて進む表現であろうと思います。

さらに続く「 （ウキジマリソリタタシテ 」につい於天浮橋、宇岐士摩理蘇理多多斯弖 ）

ては 「天浮橋にて、泥（うき）締（じま）り、反（そ）り正（たた）して」と私は解釈、

します。

天浮橋を使って沼地を締め、さらに反ってうねった土地を平らに正すという表現であろ

うと思います。天浮橋は、頭に「天」が付されますから、これは天国の壱岐からニニギが

もたらしたもので、沼地に並べて地を締め固めたり、窪地に敷いて平らにしたりするなど

の道具や工法の総称と理解します。

天孫降臨はいわば侵略です。

征服の成功には、被征服者にも受け入れられるための何らかの恩恵があるはずで、この

記事は征服地において道を造って切り開いていく道路工事、土地を改良する干拓や不陸整

正などの造成工事を含んでいるのでしょう。征服者はこうした開発をしながら領地を整備

しつつ民心を掌握していったのだと思います。

再確認になりますが、この記事の現代語訳は次のとおりです。

故に、ここにニニギに詔し、天の石位を離れ、天の八重にたなびく雲を押し分けて、伊

都の地を分け開きまた地を分け開いて、天浮橋にて沼地を締め固め、反った窪地を平たく

整地しながら、竺紫の日向の高千穗のクシフルタケに天降り坐した。

これは私独自の観点ですが、これまでの学者の説明や注釈よりもよほど妥当性があるの

ではないかと考えています。

実は、ニニギを祀る天降神社の所在は、福岡県の主要地方道49号線（大野城二丈線）沿

いに多く存在し、この道は、ニニギが天降りした日向のクシフル山に向かう道です。

、 、 、 、なぜ ニニギを祀る天降神社がこの主要地方道沿いに連なっていて しかも深江 波呂
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川付、浜窪などの低地にそれらの神社があるのかと考えたとき、ニニギの土地整備の功績

をたたえて設けられたのだと理解できます。ニニギは、この道を通って日向のクシフル山

に向かい、そこに坐したのでしょう。

４ 筑紫（竺紫）

さて、次は、筑紫（竺紫）について述べます。

ニニギは「竺紫の日向の高千穗の久士布流多氣」つまり「北部九州の日向峠の山中のク

シフルタケ」に天降り、ここにいらっしゃったとあります。クシフル山は糸島の日向の最

高峰で、ニニギが征服した糸島の全景が見渡せる場所です。

したがって、ニニギが住みついたのは、糸島の高祖山とクシフル山の二上山からなる日

向（ひなた）の地であり、糸島半島の高祖山近辺に、日向峠、日向川の地名がある日向で

す。

ニニギの天降りが糸島であることは、先にも示したようにニニギの名にある「岐志」や

「幣」の地名が糸島にあって他の地域にこれらの地名は存在しないことや、ニニギを祀る

天降神社が糸島に集中していることが証明しています。

クシフルタケについては 『日本書紀』神代紀第九段一書でも「天神之子、則當到筑紫、

日向高千穗槵觸之峯」や「皇孫則到筑紫日向高千穗槵觸之峯」に「筑紫」の「クシフルの

峰」と示されており、やはり北部九州を裏付けます。

ところで 「筑紫」について九州全体との解釈を主張される学者もいます。しかし 『日、 、

本書紀』の本文や一書において九州全体を表す場合には「筑紫洲」や「筑紫嶋」と記しま

すので、ただ単に「竺紫」や「筑紫」さらには「筑紫國」と記紀にあれば、北部九州を指
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すのが原則です。

次の例のとおりです。

廼生大日本豐秋津洲。次生伊豫二名洲。次生筑紫洲。

（ 日本書紀』第四段本文）『

これは国産み神話の一部です。四国を表す「伊豫二名洲」の次に「筑紫洲」を生むとあ

りますから、この「筑紫洲」は九州本島を表します。

次生筑紫嶋、此嶋亦、身一而有面四、毎面有名、故、筑紫國謂白日別、豐國謂豐日別、

肥國謂建日向日豐久士比泥別【自久至泥、以音 、熊曾國謂建日別。】

（大系本『古事記 、56頁）』

これはイザナミ・イザナギの神話の一部です 「筑紫嶋」は、身が一つで４面あって、。

筑紫國、豐國、肥國、熊曾國とありますから、筑紫嶋は九州本島を指すのは明らかでしょ

う。

従って 『古事記』の「竺紫日向之高千穗之久士布流多氣」の「竺紫」や 『日本書紀』、 、

の「筑紫日向高千穗槵觸之峯」の「筑紫」は、北部九州の地域を示すものです。九州本島

を示すものではありません。なお 「竺紫」を九州本島であると主張される学者等がいま、

すが、感覚的な印象でどれも明確な根拠を示されていないようです。

５ 「向韓國」と「眞來通」

次に『古事記』では、ニニギの治めた国について次のとおり示しています。

故其天忍日命【此者大伴連等之祖】天津久米命【此者久米直等之祖也】於是詔之。向韓

國、眞來通笠紗之御前而、朝日之直刺國、夕日之日照國也。故、此地甚吉地。

その天忍日命【これは大伴の連の祖】天津久米命【これは久米直等の祖なり】ここに詔

りたまう 「この地は韓國に向かい笠紗の御前を眞來通る、朝日の直刺す國、夕日の日照。

る國なり。故に此地は甚く吉き地」と。

ここは「 」に向い 「笠紗の御前」を真来通る、朝日のたださす国、夕日の照る国韓国 、

でとても良き地であるとします。

『日本書紀』では、良い土地を求めてたどり着いた「吾田長屋」に「笠狹之碕」がある

とされますが 『古事記』では、天降りした「竺紫」に「笠紗之御前」があります。、

朝鮮半島に向かう場所に位置するところがキーポイントで、それは南九州ではなく朝鮮

半島と海を隔てて向かい合う北部九州です。

この「韓国」は 「空虚国」であって『日本書紀』の「空国」とする説がありますが、、

大系本（129頁）では 「韓国はやはり朝鮮の意ではあるまいか」と注釈しています。私は、

「韓国」を「空虚国」と読む事例が日中の文書にはありませんので 「空虚国」と読むの、

は恣意的すぎると思います。大系本の注釈を支持し朝鮮半島の韓国と考えます。

また 「 」については、文字からして何となく笠紗の御前を真っすぐ通るとい、 眞來通り

う意味と勘違いしてしまいますが 日本書紀 の方をよく見ると 眞來通り に似た 覓、『 』 「 」 「

（まぎ）行去（とほる 」という言葉遣いがあり「真来」は「覓」と考えられます。）

「覓」の意味は「求める」ですから、吉き地を求めて笠紗の御前を通過するという意味

であると思います。体系本においても 「真来通りは求ぎ通りで、住むべき地を求め通る、

意 」とあり、これを支持します。。

以上をまとめると私の現代語訳は次のとおりです。

「 、 、 、 、この地は韓國に向かい 笠紗の御前を通る 朝日の直刺す國 夕日の日照る國であり

故に求めていたとても吉き地である 」と。。
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つまり、この地は韓國に向かいあった所にあります。そして、筑紫の日向のクシフルタ

ケは、ニニギが征服の拠点とした糸島の「天」にも「国」にも近い「笠紗の御前 （幣の」

浜）を通過してやってきたところです。朝日も夕日も当たる吉き地ですから、ニニギは筑

紫の日向の高祖のクシフル山を住むべき地としたということです。

糸島の日向の高祖のクシフル山は、この辺りの最高峰ですから、言うまでもなく朝日も

夕日も当たる場所です。

６ 「笠紗の御前」は「幣（にぎ）の浜」

さて 「幣の浜」の「ニギ」について再確認です。、

ニニギはまず「天」の領域である壱岐（別名：天のひとつ柱）から出て、糸島半島の西

にある姫島（別名：天のひとつ根）にいき、そこから糸島半島の「岐志」にいきます。こ

の「岐志」は 『古事記』のニニギの名である、天邇岐志国邇岐志天津日高日子番能邇邇、

、 「 」 「 」 。 「 」芸命の頭に付されるように 天にも近い 岐志 で国にも近い 岐志 です つまり 天
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の姫島にも近く 「国」の糸島平野にも近い「岐志」です。、

「岐志」の地名は、姫島と向かい合う糸島半島の東端にあり、岐志漁港や志摩岐志の地

名が現存します。すなわち糸島半島の岐志です。

古事記 の 天邇岐志国邇岐志 は 日本書紀 では 天饒石国饒石 とあり 饒 に『 』 「 」 『 』 「 」 「 （

ぎ 」となっています。）

・ 古事記』『

天邇岐志国邇岐志 天津日高日子番能邇邇芸命

（あま・に・きし くに・に・きし あまつひこ・ひこほのににぎのみこと）

・ 日本書紀』『

天饒石国饒石 天津彦火瓊瓊杵尊

（あま・にぎ・いし くに・にぎ・いし あまつひこ・ひのににぎのみこと）

「 」 、 、 。この特徴的な名称 饒 は 日本全国で唯一の地名で やはり糸島半島だけにあります

志摩岐志のすぐ北側に隣接して 「弊(にぎ)ノ松原」と称する景勝地があり、松枯れでや、

や衰退してはいますが、松林と砂浜が美しいところです。芥屋の大門と野北浜の間の約６

㎞にわたる浜は「幣の浜玄海国定公園」に指定されています。
、

「きし」や「にぎ」は、ニニギが糸島半島の西端地域を足がかりとした、メモリアルな

場所としてニニギの名の頭に付して表現されており、糸島半島の西部の地名として現存し

ているのです。これはニニギが「天」の壱岐から出て姫島を経由し「天」以外の場所に上

陸した記念すべき場所です。

そこから糸島平野に侵略しその糸島平野全体が見通せる場所「糸島の日向の高祖のクシ

フルタケ」を天降りの象徴として記したのです。ニニギが糸島平野に侵略した証拠につい

ては、先にも示したように、ニニギだけを祀る「天降」神社が糸島半島にほぼ集中してお

り、それを裏付けています。

したがって、私は、記紀ともに特筆した場所として記した「笠紗の御前」は、糸島半島

にあって、ニニギが初めて天國から糸島半島に降り立ち、活動の拠点とした「幣（にぎ）

の浜」の海岸と考えます。

つづく

（糸島市観光協会のHPから借用）
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弥生末期の美濃の集落とヤマト

市 畑田寿一一宮

弥生時代には日本各地で環濠集落が造られ２世紀前半に最盛期を迎える。

しかしその後、銅鐸の埋設とともに各地の集落が衰退して住居が造られなくなり、３世

紀後半にはいると纏向遺跡など巨大な遺跡が別の地点に突如造られるようになり古墳時代

を迎える。この最大の要因を気候の寒冷化とする説が多いが確かなことは不明である。

その中で岐阜県各務原市の鵜沼地域では弥生時代から衰退することなく古墳時代を迎え

た遺跡が存在し、岐阜県本巣市では３世紀後半から300基におよぶ巨大な墓地が造られ、

馬に乗った首長の墓が出土している。

今回、美濃国のこれらの遺跡から弥生時代から古墳時代の変遷時に何が起きていたかを

探ってみたい。

なお、参考としたのは「上田遺跡 「鵜沼古市遺跡 「宮塚遺跡」など各務原市埋蔵文化」 」

「 」 。財調査センター編集の諸資料と本巣市教育委員会の 船来山古墳群発掘調査報告書 である

１ 弥生時代後期の天候と人口

尾瀬ヶ原の泥炭層の花粉から古代の気候を推測した坂口豊氏の論文によると紀元２世紀

後半から地球は寒冷期に入った。

、 （ ） 、この時代の歴史書を眺めると中国は後漢の末期で 霊帝 167～189年 の時代には地震

旱魃、水害が毎年のように発生し、大赦などを行ったが黄巾の乱（184年）が起こり後漢

。 、 。は滅びた その結果 後漢時代に比べて人口が７分の１まで減少したとする説も存在する

日本においても岡山県の久田原遺跡からは1800年前の弥生時代末期に土石流に埋まった

地層が発見され、同様なケースが他にもあることが分かってきた。

弥生時代中期に各地のデルタ地帯に展開していた弥生集落は一斉に姿を消す。

尾張地方でも朝日遺跡（清須市 、萩原遺跡群（一宮市）も同様で、恐らく水害の多発）

で放棄せざるを得なかったと思われる。

一方、月刊考古学ジャーナル2017年４月号（ニュー・サイエンス社）で市原市埋蔵文化

財調査センターの小橋健司氏が発表した『気候変動と倭人大飢』によると関東地方でも人

口の減少は見られるが、中部高地系や東関東では逆に人口の増加がみられるとしている。

地球全体が寒冷期に入った原因は、現在のところ定期的な変動サイクルとする説が有力で

あるが、南太平洋のバヌアツ共和国のアンブリム島の火山の大規模噴火（50AD±100）な

ど、地球規模の環境変化も見逃せない。
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２ 美濃地方の遺跡

弥生時代末期には美濃の各地に上記の変動に耐えた遺跡がいくつか存在した。その内の

代表的な遺跡の概要を述べる。

（１） 鵜沼上田遺跡

（１－１）遺跡の場所
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鵜沼山田遺跡は木曽川が濃尾平野に流れ込む扇状地の上部にあり、川の北側の小高い地

に存在する。周辺には５カ所の弥生遺跡が存在し、その周りには４世紀から始まる古墳が

多数隣接する。この地は木曽川を使った水運の港として、また関東と結ぶ東山道の中継点

として縄文時代から栄えた。

平野部の中央には大安寺川が流れており、この地方独特の傾斜地集落を形成していた。

傾斜地は簡単な灌漑施設で稲作が可能になるため弥生時代初期から利用されており、当地

の西方の境川流域の宮塚地区にも同様の弥生集落が見られる。

（１－２）遺跡の年代

遺跡の年代は凡そ上の表とされている。ただし、東海地方において廻間遺跡（清須市）

から出土した土器を時代判定に使用した場合、50～100年後に下げた場合の方が他の出土

品との相性がよい場合が多く、今回も年代２、３を繰り下げると遺跡の断絶時代が無くな

る。なお、対岸の東之宮古墳（犬山市）も３世紀中頃とされているが、４世紀初頭と考え

た方がよい。年代５の須恵器も今回の調査では通説に従い６世紀としているが、今後５世

紀と見なされる可能性はある。

年代 西暦 出 土 品

１ ―― 縄文時代早期、有舌尖頭器や石器を出土。

縄文式土器は出土せず時代判定は難しい。

２ ２世紀 弥生Ⅴ山中式土器、弥生Ⅵ廻間I式土器などを多く出土している。弥生時

代中期後半の時代でこの地は繁栄していた。

３ ３世紀 弥生Ⅵ廻間Ⅰ、Ⅱ式土器が混じって出土。弥生時代から古墳時代への転換

期と考えられる。報告書では年代４との間に断続期間があるとされている。

４ ５世紀 松河戸式土器を出土。古墳時代初期と考えられる。

５ ６世紀 須恵器（尾張2～６式 、朝鮮系須恵器）

６ ７世紀 須恵器（蘇原6号用窯）

７ 11世紀 灰釉陶器

（２） 鵜沼古市遺跡Ａ

鵜沼上田遺跡の南の木曽川沿いにある鵜沼古市遺跡は、より生活臭のする遺跡で、中央

に南北に走る幅２ｍ程度の溝があり、生活用水であった可能性が高い。

集落はその溝を中心に散在するが、繰り返し土地が利用されたため、同じ場所に複数の

時代が違う穴が入り乱れている。遺跡の大半は15世紀頃と思われるが利用開始は縄文時代

まで遡ると考えられている。

前記２つ遺跡は高台にあったことに加え、次のような好条件が重なった結果弥生時代末

期にも衰退せずそのまま古墳時代を迎えることになったと考えられる。

① 中央を流れる大安寺川の規模が小さく、溜池などによる氾濫防止が可能であった。

② 漁業、水運業など農業以外の収入の道があり、天候不順にも耐えることができた。

（３） 船来山遺跡群

船来山遺跡は揖斐川の１つ東の谷筋を流れる根尾川の支流の糸貫川付近の船来山に存在

する遺跡で、３世紀末から７世紀に亘り墳墓が造営されてきた。

この遺跡の特徴は、①谷筋ごとに異なる墳墓の形式、②大量の畿内系の須恵器、③雁木

玉、トンボ玉など豊富な渡来品、④鉄製の馬具や武器、⑤首長の墓と思われる水銀朱を使

った墓、などが挙げられる。
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周辺の集落との関係は土器の分布から、最初に船来山の扇状地から始まり、次第に上記

の２河川の微高地に広がって行ったと考えられている。

その中で船来山遺跡は共通の墓地として使用されてきたが、これは農地を有効に利用す

るためであり、農地に適さない里山を墓地として利用した結果であろう。

遺跡から出土した人骨は34体に上るが、その中の３体に乗馬による大腿骨の発達がみら

れることから一部の住人には乗馬の習慣があった。

４世紀後半には首長のものと思われる鎧も出土しており、この時代には地域全体を統治

する首長が存在した。

３ まとめ

『弥生時代中期以降は絶え間ない戦乱が発生（倭国大乱）し、人々は環濠集落通説では

を造って外部の侵入を防いだ。２世紀後半には「卑弥呼」が共立され戦乱は収まったが、

卑弥呼の死後再び戦乱が起こり「台与」を共立した。しかし、邪馬台国は衰退し４世紀に

入り「神武天皇＝崇神天皇」の時代が訪れ、ヤマトは日本国を統合することになった 』。

としている。

この中で箸墓古墳（邪馬台国畿内説では３世紀前半と推定）は邪馬台国の象徴で政治、

「①なぜ突然できたのか 「②なぜ古墳の周りに尾祭祀の中心地であったとしているが、 」。

などが説明できていない。張系の土器が多量に出土するのか 」。

現在、弥生時代末期から古墳時代にかけての集落の変遷については定説が無いが、美濃

地方の集落遺跡の推移を眺めてみると、次のような仮説を挙げることができる。

遺跡の搬入土器の出身地割合 （出典： ）纒向 Wikipedia
伊勢・東海系 49%：

北陸・山陰系 17%：

河内系 10%：

吉備系 7%：

近江系 5%：

関東系 5%：

播磨系 3%：

西部瀬戸内海系 3%：

紀伊系 1%：

弥生末期の天候不順により尾張平野の弥生集落は住むのに適さなくなった。①

幸い尾張平野の北部・東部には丘陵地帯が広く存在し、平野部の住民が移住しても大②

きな争いは起きなかった。これは環濠集落の防御機能の少なさが物語っている。

最初から高台にあった鵜沼古市場遺跡では弥生末期から古墳時代に入っても平和な時③

代が続き、住居の周辺には古墳が造られた。ただし、天候の安定化に伴い、勢力の中心

、 、は徐々に平野部に移り ４世紀には他に先駆けて東之宮古墳などの前方後方墳が造られ

４世紀中頃には青塚古墳、坊の塚古墳など前方後円墳が混じるようになる。

一方、船来山周辺では避難して来た複数の氏族が集まり集落を形成してきたが、土地④

の有効利用から耕作に適さない里山に墓地を集めた。人々は古来からの生活習慣を伝統

として守った。このことは群ごとに違った墳墓が造られたことから言える。やがてこの

地域を纏める実力者が現れ、水銀朱を使った埋葬がされる程の権力を持つに至り、墓地

の形式も均一化する。美濃地方の国造や県主は船来山から分散したとする説もあり、美

濃における先駆的な中心地であった。
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大和において纏向遺跡が突然出現するのは船来山遺跡と同様の要因であり、大和湖が⑤

あった磯城（しき）地方の唐古鍵遺跡から三輪山山麓の纏向地方に人が集まり大規模集

落が誕生した。当時は物部氏の祖のニギハヤヒが勢力の中心であり、欠史八代時代の天

孫族は末席を汚す程度の存在であった。この説に拠れば卑弥呼は登場の余地が無く、崇

神天皇の時代に進むことになる。

当時東海地方は弥生末期でも人口の減少が少ない地域であり、纏向遺跡において東海⑥

系の土器が半数を占めるのは大和と尾張は親密な関係にあったことを意味づける事柄で

あったと考えられる。

尾張・美濃の住民は当時美術品であった朱色に彩色したパレススタイル土器などを持

参して欲しいものに交換していた。纏向遺跡は交換市場の機能を持っていて近隣諸国か

らの多数の人々で賑わっていたのではなかろうか。

『崇神天皇の代に四道将軍が東海の平定に訪れ、その時同行した尾張氏がこ通説では

』としているが、美濃・尾張はそれ以前に繁栄していた。の地方を掌握した。

船来山遺跡を中心とした本巣国造を 岐阜市に稜がある彦坐王 ひこいますおう 崇⑦ 、 （ ）（

神天皇弟）の子の「神大根王」とする説もあり、その他にも初期の大和朝廷との関わり

があると思われる伝説が多い。これらは４世紀の話であり、全てが伝説とは言いきれな

い。

【重要】会報誌の送付について

これまで会報誌は発行時に毎月送付して
きましたが、郵送費削減のため９月号は10
月号発送に同封し９月末頃に送付すること
と致しましたのでご了知いただきますよう
何卒よろしくお願い致します。
今後は同様にして、11月号と12月号は12

月号発行の際に同封して送付します。ご迷
惑をおかけしますが今後とも会の運営にご

、 。理解 ご協力くださるようお願い致します

前回の例会の内容

■ 一宮市八王子遺跡における銅鐸
一宮市 畑田寿一

銅鐸について八王子遺跡の例から、①原
材料の銅の産地、②製造時期、③用途、④
埋設時期・理由などについて示唆した。
また、別途資料にて松帆銅鐸の年代測定

に使用した試験体に疑義があるため測定結
果を当論考で採用しないことととした。

■ 田和山遺跡から見えてくるもの
名古屋市 石田泉城

田和山遺跡は、元々三重の環濠で区切ら
れた地域の重要な「聖域」で、その後祭祀
施設となったものの、２世紀末頃に祭器は
他の祭祀施設のものと一緒に荒神谷・加茂
岩倉遺跡に回収されたと考える。

■ 宮原金山遺跡 ー 遺構・土器篇 ー
東海市 大島秀雄

九州歴史資料館の調査報告書で宮原金山
遺跡周辺の遺跡を紹介した。

例会の予定

■ 例会の予定

９月８日(日)13:30～(第１)１ 日 時

２ 場 所 名古屋市市政資料館

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051

３ 参加料 500円 （会員は不要）

４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所 、東徒歩８分」
(2) 名鉄瀬戸線「東大手 、南徒歩５分」
(3) 市バス「市政資料館南 、北徒歩５分」
(4) 市バス「清水口 、南西徒歩８分」
(5) 市バス「市役所 、東徒歩８分」

５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月の例会 10月13日(日)

11月の例会は東京八王子の大学セミナーハ

「 」 。ウスで開催の 古代史セミナー2019 に代える

会員の投稿について

（編集担当：石田）■ 会報誌への投稿
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ９月27日(金)厳守

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。また参加に際し事前
連絡不要、遅刻・早退もかまいません。例会で
発表する場合には資料を 用意ください。２５部
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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